
飯田日中友好協会

第 58回(2020年度)定期大会

満蒙開拓平和記念館セミナー棟

〈 ２０２０年大会スローガン 〉

○ 日中友好協会全国本部創立７０周年祝賀！

○ 新型コロナ禍を乗り越え、日中共同声明と平和友好条約の精神を踏まえ、友好交

流の再活性化に努め相互信頼と現代中国を知り知らせる活動に取り組もう。

○「満蒙開拓」の歴史を想起し、満蒙開拓平和記念館を通じて平和の尊さを後世に伝

えよう。

○ 中国帰国者への理解と支援を深める活動と中国留学生、実習生、就労者への支援

交流を促進しよう。

○ 青年、女性をはじめ、幅広く各層への入会を呼びかけ組織の充実をはかろう。



２０２０年度大会に当たって（会長あいさつ）

第 58 回（2020 年度）飯田日中友好協会の定期大会を 6 月 6 日に計画しておりましたが、ご
案内のとおり、新型コロナウイルス感染が国内でも拡がり、4 月 16 日には緊急事態宣言が全国
に広大され、不要不急の外出自粛、全国一斉休校、イベントや会議の自粛要請など、市民生活

に大きな影響が出ています。

この様な状況の中、6 月 6 日の大会は中止し、規約第 5 条 4 項を準用して、大会に次ぐ議決
機関である理事会で書面郵送にて、ご意見を頂き、三役会で最終決定する方法で機関決定とさ

せて頂きますのでご理解をお願いします。

またご来賓各位におかれましては、本来ご招待し、大会に華を添えて頂き、ご挨拶を賜ると

ころですが、新型コロナウイルスの影響による３密を避けるために、大会資料を送付させて頂

きますので、引き続きご支援賜りますようお願い申し上げます。

最近の日本と中国との関係は、中国との関係改善に向けた首脳間の相互往来の一環として、

習近平国家主席の国賓としての日本訪問を要請していましたが、日中両国が新型コロナウイル

スへの対応を最優先に進めていることなどを理由に、日程を再調整すると発表し、訪日は延期

されることになりました。このような状況の中、日中友好協会全国本部創立 70 周年祝賀の行
事も見通せないところであります。日中友好交流を進めるためには、新型コロナウイルスの終

息を願うばかりであります。

さて、昨年の飯田日中友好協会の主な事業を振り返りますと、ご協力頂いて取り組んだ、満

蒙開拓平和記念館「セミナー棟」は、昨年 10月完成しました。会員の皆さんには、物心両面
に大変ご協力を頂きましたこと心から感謝とお礼を申し上げます。今後は、若い皆さんに、満

蒙開拓の史実をとおして平和の尊さを継承する、平和教育の発信拠点として、当協会も記念館

運営に協力して参りますのでよろしくお願い申し上げます。

新年度事業について、何点かふれてみたいと思います。まずは、新型コロナウイルスの影響

を乗り越え、こうした状況だからこそ、日中共同声明の原点を見つめ、日中友好を高めて行き

ます。主な事業として、満蒙開拓平和記念館の諸事業、県日中事業に協力するとともに、中国

帰国者への支援では、中国帰国者の理解を深める交流事業や、サロン教室、共同墓地の管理等

を行うとともに、特に近年、言葉の問題に加えて、高齢化に伴う身体的な介護に対する相談が

増えています。帰国者の皆様の生活の安定、不安解消に行政の理解を求め。相談支援を行いた

いと思います。

満蒙開拓平和記念館にある平和友好の碑に刻まれている『前事不忘・後事之師』を教訓とし

て、私たちは過去の歴史を忘れることなく、今の平和を大事にして、次世代に満蒙開拓の歴史

を語り継ぎ、平和の尊さを学び、日中不再戦の決意を新たに、日中平和友好を発展させたいと

思います。

最後になりますが、会員の皆さんには、新型コロナウイルスに感染しないよう心がけて頂く

とともに、ご健勝とご多幸をご記念申し上げ、ご挨拶とさせて頂きます。
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２０２０年度（第５８期）活動方針
はじめに

本年は、日中国交正常化から４８年、戦後７５年に当たります。

日中関係は、両国首脳の相互訪問が継続され、好転して来ましたが、本年に入って新型コロ

ナウイルスの感染が地球規模に拡大し、日中関係に留まらず、東京オリンピック・パラリンピ

ックの一年延期をはじめ、多くの分野に甚大な悪影響を及ぼしております。

飯田日中友好協会は、全国唯一の「満蒙開拓平和記念館」を有する地区友好協会であります。

平和記念館は昨年１０月、念願の「セミナー棟」が、関係各位のご支援を頂き完成しました。

「満蒙開拓の史実を通じて平和の尊さを内外に発信する拠点」として、更なるステップアップ

が期待されております。そんな中、本年に入り新型コロナウイルス感染拡大が大きく影響し、

修学旅行のキャンセルをはじめ、平和教育・人権学習等の団体受け入れ等、厳しい環境の中に

あります。

飯田日中友好協会として、満蒙開拓平和記念館の事業運営に協力するとともに、中国帰国者

支援交流事業や、地域での友好事業の推進に引き続き努力して参ります。

事態の早期平穏化を願いつつ、会員各位のご理解ご協力をお願いします。

本年一年間の重点事業は以下の通りです。

１．満蒙開拓平和記念館の諸事業・運営に協力し、来館者の拡大に努力します。

（１）コロナ禍の事態平穏化を願い、記念館事業・行事に積極的に参加協力をします。

（２）記念館の実施する講演会をはじめ学習会等に参加協力します。

（３）「語り部事業」「鎮魂の夕べ」をはじめ、餃子づくり等の行事に参加協力します。

（４）ピース Laboの学習会をはじめ、ボランティア活動と学習活動に参加協力します。

２．県日中事業をはじめ中国東北地区との友好交流に努めて参ります。

（１）県日中女性委員会・青年委員会の活動に参加、協力をします。

（２）日中友好協会全国本部の創立７０周年記念事業に参加協力をします。

（３）中国東北部等との友好交流に努めて参ります。

（４）中国留学生等のホームステイを含め交流活動に努力をします。

（５）その他、県日中キャンプ、スキー交流会等に参加協力をします。

３．中国帰国者支援交流活動を推進します。

戦後７５年、中国帰国者等の「新たな支援策」がスタートして１２年。中国帰国者は、

一段と高齢化していて、中でも中国残留孤児・婦人の皆さんは老齢化しており、よりき

め細かな支援が求められています。コロナウイルス感染予防の中で、長野県主催の「中国帰

国者の理解を深める県民のつどい」や、飯田市主催の「帰国者交流会」、サロン教室など、

昨年度後半行事は、中止となりました。

本年も、コロナウイルス感染が続く情況から、当面は、事態の沈静を期待しつつ、次の支

援事業を進めて行くこととします。
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（１）高齢者向けサロン教室は、阿智村を含め豊丘村「はつらつ」で毎月１回の開催を予

定しています。

（２）２，３世向け日本語教室は、従来通り阿智村での開催を予定しています。（毎月２回）

（３）県で行っている「中国帰国者の理解を深める県民のつどい」について、開催可能とな

れば、積極的に参加することとしたい。

（４）その他、中国帰国者連絡会の独自事業として、

１）帰国者共同墓地の管理清掃を年一回（秋彼岸）行います。

２）中国帰国者本人のほか、２，３世に呼び掛けた帰国者交流会の実施を検討します。。

４．各種友好団体との協力、交流事業、研修会に参加協力について。

友好団体等との連携、協賛事業等については、コロナ感染予防の影響を受けやすい事

業（イベント等、人寄せ事業）が多く、実施が厳しいものがありますが、可能な時期、場所

などを考慮して対応していくこととします。

（１）青年委員会、女性委員会の活動について、状況を見極めつつ、青年委員会、女性委員

会の事業実施に協力します。

（２）飯田国際交流推進協会への参加（行事参加）は、当面、本会および青年委員会の事業

とし、事業の個別毎に協力・参加をしていくこととします。

（３）その他団体等との友好交流や学習会等の呼びかけには、事務局でその内容により対

応していくこととします。

５．組織および広報活動等の充実

（１）学習活動や諸行事の広報を強め、これを通じて入会呼びかけを行います。

（２）日中事業への支援協力を呼びかけ、「法人会員」、「一般会員」の拡大に努めます。

なお、満蒙開拓平和記念館「来館者拡大キャンペーン」と飯田日中友好協会「会員拡

大キャンペーン」については、コロナ禍の終息宣言等の条件が整えば、検討実施したい。

（３）引き続き「飯田日中ニュース」の発行・充実に努めます。

（４）ホームページの充実に向け、会員からの記事・意見等の募集・掲載に務めます。

「飯田日中友好協会」のホームページは、満開拓平和記念館、長野県日中、および全国

日中など、それぞれのホームページとリンクしています。

＊「飯田日中友好協会」ホームページ http://www.mis.janis.or.jp/nihao-iida/
＊「満蒙開拓平和記念館」ホームページ http://www.manmoukinenkan.com/

以 上

（完）
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